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１． はじめに 

 従来の交通安全対策の多くは，対策前後の事故発

生件数の増減により評価されてきたが，長期間の測

定が必要であり，迅速な評価が難しい．また，事故

発生は稀現象であり，たとえ事故の恐れのあるニア

ミスが多発している場合も安全とは言い切れない． 

 そこで本研究では，交差点を右折する車両の挙動

を分析し，ドライバーの右折判断に影響を及ぼす要

因について検討を行うことで，交通安全対策のため

の指標を得ることを目的とする． 

 

２．対象地点 

1) 概要 

 本研究では，愛知県豊橋市大池南交差点を対象に

検討を行うことにする．本交差点の形状を図 1 に示

す．特徴として，主道路である県道 502 号豊橋環状

線に，従道路の市道が斜め方向に交わる交差点であ

り，平成 20 年 12 月に車線カラー舗装による安全対

策が施された．安全対策前の平成 18 年には 34 件の

事故が発生し，そのうち 13 件が A 方向の右折直進

事故であった． 

 

2) 観測方法 

 観測はビデオカメラにより行い，A 方向の右折車

の挙動および対向車の位置を確認できるよう二箇所

に設置した． 

 撮影した映像を用いて，右折車の右折位置の観測

および右折車がどのような条件で右折するかを検討

するため，対向車の位置情報を取得した．ビデオ観

測により得た，主な調査項目を表に示す． 

 

３．挙動変化モデルの構築 

1) 右折車の右折位置の分析 

 右折位置は，右折車両の左前タイヤが右折レーン

を出た位置とする．右折位置を評価するため，交差

点中心にあるひし形のゼブラ帯中心から，右折位置

までの距離を算出し，得られた分布を図 2 に示す．

図 2 から，安全対策前の平成 20 年より安全対策後の

平成 21 年および平成 22 年の右折位置が交差点中心

に近づいていることがわかる． 

図 1 対象交差点の概要 

表 1 主な調査項目の概要 
右折挙動項目 他属性
右折車挙動 対向車の車線位置、車種
対向車速度 歩行者、自転車の有無
車頭距離 対向左折車
車頭時間 右折車停止

累積見送り時間
累積待ち時間  

図 2 右折位置の分布 
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図 3 右折位置および車頭距離の概要 

 



2) 右折車の右折挙動の分析 

 A 方向の右折ギャップとして，車頭距離 GD およ

び対向車の速度と車頭距離 GD より算出される車頭

時間 GTを定義する． 

 ここで得られた右折ギャップ GD及び GTの分布を

図 4 および図 5 に示す．図 4 からは，車頭距離 40m

以下で右折選択する車両はいないことがわかり，図

5 からは，車頭時間が長いほど右折選択割合が大き

くなることがわかる． 

 

3) モデルの概要 

 右折選択確率を以下のロジットモデルによって定

式化を行い，最尤推定法によってパラメータを推定

する． 

 
(1)

 

(2)

：右折選択確率 ：パラメータ 

：各説明変数値  

 

説明変数には，右折車の右折位置および右折挙動

に関する項目を複数組み合わせた上で，モデルの検

討を行う． 

 

４．分析結果 

 モデルのパラメータ推定を行った結果，適合の良

いモデルの一例を表 2 に示す．表 2 では，説明変数

として，右折ギャップ GT および累積待ち時間を用

いており，パラメータの符号から，それぞれの値が

増えると右折選択確率が大きくなることがわかる． 

 ここで得られたパラメータを用いて，安全対策前

の平成 20 年と安全対策後の平成 21 年および平成 22

年の右折ギャップ GT に対する右折選択曲線を描い

た結果を図 6 に示す．図 6 から，安全対策前と比較

して安全対策後は右折ギャップ GT が大きくなけれ

ば右折を選択しない車両が増えていると考えられ，

右折位置が変化したことによって，右折判断への影

響を与えているのではないかと考えられる． 

 

 

図 4 右折ギャップ GDの分布と選択割合 

（平成 22 年） 

図 5 右折ギャップ GTの分布と選択割合 

（平成 22 年） 

表 2 パラメータ推定結果 

 

図 6 右折ギャップ GTに対する右折選択曲線 

 

５．おわりに 

 本研究では，右折車両の挙動を分析することで，

ドライバーの右折判断に対して影響を与える項目に

関して検討を行った．詳細な分析結果は，発表時に

て説明を行うこととしたい． 
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